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１　今年度の最終評価について

(1)　学校経営

(4)　進路指導

(5)　人権・同和教育・教育相談

委
員

 伊方中学校　教頭

・県内の先進農家への見学は実施
しているが、今後は、地元柑橘農
家の見学や栽培体験を実施して、
地域との連携を深めていきたい。
また、地域イベントでの農産物販
売も実施していきたい。

・農家で体験学習をさせるなどして地域に対す
る愛着を身に付けさせ、身近な地域社会との連
携を深めたり、生徒が自ら企画して参加するよ
うな活動を通して生徒の主体性を育成していた
だきたい。

・求人票の条件が売り手市場のためどんどん良
くなっていると思うが、苦労しなくても若いか
らすぐ就職が決まるので努力しないではなく、
今こそ努力するれば今まで入口すら開いていな
かった難関企業も入れる可能性があると自覚さ
せ、努力するような指導を期待したい。

・就職指導については、担任、年
次団、進路課が連携しながら進め
ていく。オリエンテーションや面
談、外部講師の講話などについて
も最新の情報を伝えていく。ま
た、就職するだけでなく、就職後
に必要な力を身に付けさせるよう
な取り組みをしていきたい。

・スマホ安全教室を開催しＳＮＳ
の適切な利用について学んでい
る。今後は、インターネット上の
人権侵害について、人権だよりや
ホームルーム活動を通して理解を
深め、人権意識の高揚を図れるよ
う各課が連携して取り組みたい。
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・SNSの発達により個人の情報発信や人権意識の
高揚の必要性、責任は大きくなっている。社会
に出る生徒が多いので、一人一人が責任のある
行動、発信ができる資質を身に付けることが重
要だと感じる。



２　評価の説明・公表について

３　学校運営全般への要望・提言

・校内の公衆電話をテレホンカードが使えるよ
うにしていただきたい。

・運営委員会、職員会議、校務系
掲示板等において情報共有を徹底
して行い、担当者の変更があった
としても滞りなく業務が遂行でき
るよう学校経営を行っていきた
い。

・携帯電話の普及により、カード
式電話を含む公衆電話の使用が激
減し、その結果県立学校にあった
カード式電話は、収益が見込めな
いためＮＴＴにより10年ほど前に
撤去されている。本校では10円玉
を使用するピンク電話をＰＴＡの
費用負担により置いているが、そ
の使用回数も月数回程度である。
そのため、現状ではテレホンカー
ドの使える公衆電話の設置はでき
ない状況である。

・担当部署で先生方が努力されていることがよ
く分かったので、その部署が変わっても、業務
が揺るがないように職員全体で情報・技術を共
有していただきたい。

・生徒数が減る中で、部活動の縮小、教育の多
様性の減少、人間関係の多様性の減少など不利
益の面が多くなると思うが、生徒に不利益が生
じないように工夫して運営をしていただきた
い。

・グラデュエーション・ポリシー
に基づき、生徒の成長を保護者も
教職員も地域の方々も感じられる
運営を行っていきたい。


